
購読料６カ月　36,000 円（税別） （２）日本工業経済新聞 2014年（平成26年）12月3日（水曜日）

テープカットやくす玉開披で開通を祝った 全員で記念撮影。ハウスは生徒らが「北の小屋（えき）」と命名した

未来への責任をテーマに大会が開かれた

石井県竜ケ崎
工事事務所長

柴支部長 青沼課長

天田阿見町長

飯島校長 鶴見理事

江尻県土木部
監理課長　　

　

県
竜
ケ
崎
工
事
事
務
所
が

整
備
を
進
め
て
い
た
「
県
道

竜
ケ
崎
阿
見
線
バ
イ
パ
ス
」

の
牛
久
市
久
野
町
〜
阿
見
町

よ
し
わ
ら
区
間
（
延
長
約

１
・
２
㎞
）
が
、
12
月
２
日

に
開
通
し
た
。
同
日
は
、
現

地
に
て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
通

り
初
め
な
ど
の
開
通
式
を
執

り
行
い
、
開
通
を
大
い
に

　

全
国
建
設
青
年
会
議
の
第

19
回
目
と
な
る
全
国
大
会

が
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
新

宿
（
東
京
都
新
宿
区
）
に
お

い
て
開
か
れ
た
。「
国
土
に
、

未
来
に
、
責
任
！

－

築
土
構

木
の
思
想
と
そ
の
未
来
を
考

え
る

－

」
を
テ
ー
マ
に
開
か

れ
、
国
土
政
策
研
究
所
の
大

　

県
建
設
業
協
会
の
建
設
未

来
協
議
会
県
西
地
区
会
が
筑

西
市
立
下
館
北
中
学
校
で
進

め
て
い
た
建
設
体
験
学
習
で

１
日
、
完
成
し
た
木
造
ハ
ウ

ス
の
引
渡
式
が
行
わ
れ
た
。

　

体
験
学
習
は
、
中
学
生
に

建
設
事
業
へ
の
親
近
感
を
深

め
て
も
ら
い
、
将
来
の
職
業

選
択
の
糧
と
な
る
よ
う
に
１

９
９
５
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

て
お
り
、
同
校
で
22
校
目
。

　

今
回
は
２
年
生
49
人
を
対

象
に
、
10
月
１
日
に
基
礎
工

事
と
測
量
体
験
、
10
月
16
日

に
組
立
工
事
と
重
機
操
縦
体

験
、
11
月
11
日
に
塗
装
工
事

を
実
施
。
大
子
産
の
木
材
を

使
用
し
た
校
倉
工
法
に
よ
る

立
派
な
ハ
ウ
ス
（
延
べ
９
・

７
２
㎡
）
が
完
成
し
た
。

　

式
で
は
、
は
じ
め
に
県
土

木
部
検
査
指
導
課
の
青
沼
文

彦
課
長
が
建
設
業
に
つ
い

て
、「
我
々
が
生
活
し
て
い

く
上
で
な
く
て
は
な
ら
な
い

仕
事
で
、
大
変
魅
力
あ
る
仕

事
」
と
述
べ
、「
こ
れ
か
ら

進
路
を
決
め
る
際
に
今
回
の

体
験
学
習
を
思
い
出
し
て
ほ

し
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

県
建
設
業
協
会
筑
西
支
部

の
柴
勝
支
部
長
は
「
魅
力
あ

る
建
設
業
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と

20
年
以
上
こ
の
活
動
を
し
て

い
る
」
と
し
、「
体
験
を
通

じ
て
高
校
、
大
学
、
就
職
な

ど
に
お
い
て
、
建
設
業
に
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。

石
久
和
所
長
、
国
土
交
通
省

の
徳
山
日
出
男
技
監
が
講
演

し
た
ほ
か
、
京
都
大
学
の
藤

井
聡
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
た
。

　

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し

て
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
関
東

建
設
青
年
会
議
の
斎
藤
和
実

氏
（
栃
木
県
、
㈱
斉
藤
組
）

は
、「
先
人
が
残
し
た
国
土

を
ど
の
よ
う
に
未
来
に
つ
な

げ
る
の
か
。
国
土
を
預
か
る

わ
れ
わ
れ
が
真
剣
に
考
え
る

時
が
き
て
い
る
」
と
呼
び
掛

け
た
た
。

　

講
演
で
は
、
大
石
氏
が
建

設
業
や
公
共
事
業
の
役
割
や

重
要
性
な
ど
を
訴
え
、
徳
山

氏
も
東
日
本
大
震
災
の
際
に

東
北
地
方
整
備
局
長
と
し
て

　

県
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
の
策
定
に
向
け
た
第
２

回
有
識
者
会
議
（
委
員
長
・

兪
和
〔
ユ
・
フ
ァ
〕
茨
城
大

学
教
授
）
が
11
月
28
日
、
県

庁
で
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は

計
画
の
構
成
や
基
本
方
針
な

ど
に
つ
い
て
確
認
し
あ
っ
た
。

　

県
に
は
２
０
１
３
年
度
末

時
点
で
、
教
育
施
設
や
庁
舎

な
ど
の
建
物
系
公
共
施
設
が

延
べ
約
３
７
８
万
４
０
０
０

㎡
、
道
路
が
４
１
７
６
㎞
、

橋
梁
が
２
２
９
５
橋
あ
る

が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
高
度

経
済
成
長
期
に
建
設
さ
れ
た

た
め
、
更
新
時
期
が
一
斉
に

到
来
し
て
い
る
。

　

来
賓
代
表
で
筑
西
市
教
育

委
員
会
の
鶴
見
久
男
理
事

は
、「
こ
の
貴
重
な
体
験
は
、

将
来
き
っ
と
役
に
立
つ
こ
と

と
思
う
」
と
話
し
、
ま
た
協

会
に
対
し
て
「
こ
の
事
業
を

続
け
て
い
た
だ

き
、
こ
れ
か
ら

も
多
く
の
生
徒

が
体
験
で
き
る

こ
と
を
願
う
」

と
伝
え
た
。

　

そ
の
後
、
柴

支
部
長
か
ら
飯

島
博
昭
校
長
に
目
録
が
手
渡

さ
れ
、
飯
島
校
長
は
「
こ
の

ハ
ウ
ス
も
素
晴
ら
し
い
が
、

そ
れ
以
上
に
本
校
生
徒
が
い

ろ
い
ろ
体
験
で
き
た
こ
と
が

素
晴
ら
し
い
。
卒
業
し
た
あ

と
も
自
分
が
造
っ
た
ん
だ
と

い
う
誇
り
を
持
っ
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
た
。

　

そ
し
て
、
生
徒
を
代
表
し

て
壁
田
幸
映
さ
ん
が
「
貴
重

な
体
験
ば
か
り
で
ワ
ク
ワ
ク

　

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整

備
局
や
県
土
木
部
、
県
建
設

業
協
会
ら
に
よ
る
「
建
設
業

活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
２

日
、
県
市
町
村
会
館
で
開
か

れ
た
。
現
在
の
建
設
業
を
語

る
上
で
重
要
な
項
目
と
な

る
、
担
い
手
育
成
、
法
改

正
、
維
持
管
理
と
い
っ
た
３

つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
各
講

効
活
用

－

の
３
つ
の
基
本
方

針
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　

今
後
、
来
年
の
第
１
回
県

議
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
経
て
、
本
年
度
内
に
は

計
画
策
定
と
な
る
見
通
し
。

が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
振
り
返
り
、「
き
ょ
う
ま

で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
活
用

し
、
大
切
に
使
っ
て
い
き
ま

す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ

た
。

　

完
成
し
た
ハ
ウ
ス
は
、
当

初
は
倉
庫
と
す
る
考
え
だ
っ

た
が
、
あ
ま
り
に
も
立
派
な

た
め
、
休
憩
所
や
救
護
所
と

し
て
使
う
と
い
う
。

師
が
説
明
。
良
好
な
人
間
関

係
の
構
築
が
、
建
設
業
の
発

展
に
不
可
欠
と
な
る
こ
と
を

説
い
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
、
江

尻
善
壽
県
土
木
部
監
理
課
長

は
担
い
手
三
法
に
触
れ
た

後
、「
建
設
投
資
額
は
や
や

回
復
傾
向
に
あ
る
一
方
、
就

業
者
数
は
依
然
減
少
が
続

く
。
担
い
手
不
足
が
課
題
。

さ
ら
に
震
災
以
降
、
大
規
模

災
害
の
迅
速
対
応
、
維
持
管

理
を
行
う
上
で
地
元
建
設
業

は
欠
か
せ
な
い
。
今
日
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
役
立
て
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
期
待
を
寄

せ
た
。

　

特
に
建
物
系
施
設
の
更
新

費
用
の
概
算
は
年
平
均
で
３

０
０
億
円
と
試
算
さ
れ
て
お

り
、
限
ら
れ
た
財
源
で
い
か

に
維
持
・
更
新
し
て
い
く
か

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
総
務
省
の
要
請
を

受
け
、
県
が
保
有
す
る
全
公

共
施
設
に
つ
い
て
、
17
年
度

か
ら
46
年
度
ま
で
の
管
理
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
と
な

り
、
こ
の
会
議
は
経
営
管
理

や
文
化
施
設
、
建
築
技
術
な

ど
の
専
門
家
ら
の
意
見
を
募

る
も
の
。

　

今
回
は
計
画
の
構
成
や
、

①
施
設
の
長
寿
命
化
②
資
産

総
量
の
適
正
化
③
資
産
の
有

陣
頭
指
揮
を
と
っ
た
経
験
を

踏
ま
え
、
地
域
の
建
設
業
の

必
要
性
を
強
調
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
藤
井
氏
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
、
大
石
氏

が
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
・
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
務
め
、
パ
ネ
リ

ス
ト
に
は
経
世
論
研
究
所
の

三
橋
貴
明
所
長
、
産
業
経
済

新
聞
社
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

本
部
記
者
の
今
泉
有
美
子

氏
、
関
東
建
設
青
年
会
議
の

斎
藤
氏
が
「
こ
れ
か
ら
の
50

年
、
１
０
０
年
」
を
テ
ー
マ

に
活
発
に
意
見
交
換
を
行
っ

た
。

　

日
本
ダ
ム
協
会
（
宮
本
洋

一
会
長
）
は
11
月
28
日
、
東

京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
（
東
京

都
港
区
）
で
第
34
回
ダ
ム
建

設
功
績
者
表
彰
並
び
に
第
28

回
ダ
ム
工
事
総
括
管
理
技
術

者
認
定
証
授
与
式
を
開
催
。

ダ
ム
建
設
事
業
の
各
部
門
で

功
績
の
あ
っ
た
31
人
と
５
団

体
を
表
彰
し
た
。

　

式
典
に
先
立
ち
宮
本
会
長

　

日
本
建
設
業
連
合
会
は
、

会
員
企
業
98
社
を
対
象
に

行
っ
た
10
月
ま
で
の
工
事
受

注
調
査
結
果
を
取
り
ま
と
め

た
。
民
間
工
事
が
昨
年
の
反

動
で
減
少
し
た
も
の
の
、
官

公
庁
工
事
が
大
き
く
増
加

し
、
全
体
を
押
し
上
げ
、
前

年
同
月
比
15
・
１
％
増
の
１

兆
１
７
４
０
億
円
だ
っ
た
。

４
月
か
ら
の
累
計
で
も
同

６
・
０
％
増
の
８
兆
５
２
３

０
億
円
と
し
た
。

　

昨
年
は
消
費
税
率
の
引
上

げ
に
伴
う
駆
け
込
み
増
が
あ

り
、
９
月
を
中
心
に
大
幅
に

増
加
し
、
10
月
も
高
い
水
準

だ
っ
た
。
こ
と
し
は
そ
の
反

動
で
対
前
年
比
で
は
減
少
し

た
が
、
一
昨
年
と
比
較
す
る

と
増
加
し
て
お
り
、
水
準
と

し
て
は
低
く
な
か
っ
た
。

　

官
公
庁
工
事
は
、
９
月
ま

で
の
前
倒
し
発
注
の
影
響
で

多
少
減
少
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
い
た
が
、
前
年
比
で

32
・
４
％
増
、
４
月
か
ら
の

累
計
で
も
49
・
５
％
と
大
き

く
増
加
し
、
金
額
で
は
２
兆

９
６
７
０
億
円
と
し
た
。
こ

れ
は
昨
年
度
４
月
〜
１
月
ま

で
の
累
計
よ
り
も
大
き
な
金

額
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
年
度
末
に
向
け

て
上
期
発
注
の
反
動
減
が
予

想
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
大

き
く
伸
ば
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
年
度
ト
ー
タ
ル
と
し
て

は
少
な
く
と
も
前
年
並
み
の

水
準
は
維
持
し
そ
う
だ
。

は
受
賞
者
の
功
績
を
た
た
え

た
の
ち
、「
こ
の
制
度
は
協

会
の
総
力
を
挙
げ
て
、
さ
ら

に
拡
充
し
て
い
き
た
い
」
と

強
調
し
た
。

　

続
い
て
選
考
委
員
会
の
廣

瀬
利
雄
委
員
長
が
選
考
経
過

を
報
告
。
慎
重
に
審
査
を
し

た
結
果
、
用
地
関
係
５
人
、

工
事
関
係
25
人
、
環
境
関
係

３
団
体
、
本
年
度
新
た
に
創

設
さ
れ
た
上
下
交
流
関
係
２

団
体
、
現
場
専
門
分
野
関
係

１
人
を
選
定
し
た
。

　

こ
の
あ
と
表
彰
状
お
よ
び

記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、

宮
本
会
長
か
ら
各
部
門
の
代

表
者
に
そ
れ
ぞ
れ
手
渡
さ

れ
、
改
め
て
そ
の
功
績
を
た

た
え
た
。
こ
れ
を
受
け
、
受

賞
者
を
代
表
し
て
用
地
関
係

部
門
の
山
越
梯
一
氏
が
謝
辞

を
述
べ
、
ダ
ム
事
業
の
さ
ら

な
る
円
滑
な
推
進
に
貢
献
す

る
こ
と
を
誓
っ
た
。

　

引
き
続
き
、
ダ
ム
工
事
総

括
管
理
技
術
者
認
定
試
験
に

合
格
し
た
12
人
に
対
す
る
認

定
証
の
授
与
式
が
行
わ
れ
た
。

　

式
典
を
締
め
く
く
る
か
た

ち
で
来
賓
の
国
土
交
通
省
水

管
理
・
国
土
保
全
局
治
水
課

の
大
西
亘
課
長
が
あ
い
さ
つ

し
、
受
賞
者
に
賛
辞
を
贈
る

と
と
も
に
、
ダ
ム
事
業
の
重

要
性
を
訴
え
た
。

　

群
馬
県
土
木
施
工
管
理
技

士
会
（
野
口
和
明
会
長
）
は

２
日
、
常
陸
那
珂
港
と
日
立

港
の
現
場
見
学
会
を
開
催

し
、
参
加
し
た
21
人
が
港
湾

工
事
の
技
術
に
つ
い
て
学
ん

だ
。

　

最
初
に
訪
れ
た
常
陸
那
珂

港
で
は
、
港
湾
管
理
業
務
を

手
掛
け
る
㈱
茨
城
ポ
ー
ト

オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
の
社
内
で
、

県
内
の
港
湾
整
備
の
進
捗
に

つ
い
て
同
社
の
黒
澤
睦
課
長

代
理
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

　

黒
澤
氏
は
、
港
湾
の
基
礎

と
な
る
ケ
ー
ソ
ン
の
移
動
に

つ
い
て
「
空
気
の
力
を
用
い

た
フ
ル
ー
ズ
方
式
を
採
用
し

て
い
る
。
港
湾
工
事
で
の
適

　

講
演
で
は
㈱
建
設
経
営

サ
ー
ビ
ス
提
携
講
師
の
中
村

秀
樹
氏
が
「
工
事
遂
行
の
難

局
を
越
え
る
現
場
代
理
人
の

意
識
変
革
と
発
想
」
と
題
し

て
講
演
。
発
想
を
変
え
た
施

工
の
段
取
り
や
下
請
と
の
協

力
事
例
な
ど
を
紹
介
し
な
が

ら
、「
お
互
い
が
ね
ぎ
ら
い
、

良
い
人
間
関
係
を
構
築
す
る

こ
と
が
や
る
気
と
知
恵
を
育

て
る
」
と
結
ん
だ
。

　

続
い
て
関
東
地
方
整
備
局

建
政
部
建
設
産
業
第
一
課
の

弓
野
和
弘
課
長
補
佐
が
、
建

設
産
業
の
現
状
と
最
近
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
元
土
木

研
究
所
構
造
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

研
究
セ
ン
タ
ー
の
交
流
研
究

員
で
も
あ
る
県
土
木
部
道
路

維
持
課
の
津
幡
紀
昭
氏
が
、

先
進
地
域
に
お
け
る
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
技
術
者
育
成
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

祝
っ
た
。

　

県
道
竜
ケ
崎

阿
見
線
バ
イ
パ

ス
（
都
市
計
画
道

路
追
原
久
野
線
）

は
、
牛
久
市
を
起

点
に
国
道
１
２
５

号
に
至
る
計
画
延

長
７
・
２
㎞
の
広

域
的
な
幹
線
道

路
。
こ
の
う
ち
圏

央
道
阿
見
東
Ｉ
Ｃ

か
ら
国
道
１
２
５
号
バ
イ
パ

ス
ま
で
の
６
㎞
区
間
は
、
２

０
１
１
年
12
月
ま
で
に
段
階

的
に
供
用
。

　

今
回
は
阿
見
東
Ｉ
Ｃ
か
ら

南
側
の
区
間
、
約
１
・
２
㎞

を
暫
定
２
車
線
で
供
用
。
併

せ
て
、
阿
見
町
道
の
福
田
工

業
団
地
線
の
約
０
・
３
㎞
も

同
時
に
供
用
し
た
。
こ
れ
に

伴
い
、
阿
見
東
Ｉ
Ｃ
お
よ
び

沿
道
の
商
業
施
設
・
工
業
団

地
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
が

期
待
さ
れ
る
。

　

開
通
式
で
は
、
県
竜
ケ
崎

工
事
事
務
所
の
石
井
秀
雄
所

長
が
「
こ
の
開
通
を
契
機

に
、
い
ぶ
き
の
丘
阿
見
東
の

ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め

て
い
く
の
で
、
今
後
と
も
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
」
と
あ
い

さ
つ
。

　

天
田
富
司
男
阿
見
町
長

は
、
開
通
を
祝
う
と
と
も

に
「
県
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に

な
っ
て
土
地
政
策
、
地
域
の

活
性
化
に
積
極
的
に
携
わ
っ

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述

べ
た
。

　

続
い
て
、
交
通
安
全
祈
願

や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
く
す
玉

開
披
、
バ
ル
ー
ン
リ
リ
ー
ス

で
完
成
を
祝
福
。
通
り
初
め

を
行
い
、
開
通
を
祝
っ
た
。

宮本会長

講師の話を聞きながら若手育成の課題を探った

中央ふ頭を見学する参加者

有意義な意見が提案された

生徒代表の壁田さんが謝辞

功
績
者
表
彰
式
で
は
、
宮
本

会
長
か
ら
各
部
門
の
代
表
者

に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
た　

「
貴
重
な
体
験
」生
徒
が
感
謝
　

下
館
北
中
学
校
で
木
造
ハ
ウ
ス
引
渡
式

茨
建
協
未
来
協
県
西
地
区

茨
建
協
未
来
協
県
西
地
区

県竜ケ崎工事

1･2 
㎞
が
供
用
開
始

竜
ケ
崎
阿
見
線
バ
イ
パ
ス

大
石
、徳
山
氏
ら
講
演

建
設
青
年
会
議
が
全
国
大
会

好
調
が
続
く

10
月
の
会
員
受
注
日建連

31
人
５
団
体
を
表
彰

事
業
推
進
の
功
績
た
た
え
ダム協会

年
度
内
策
定
へ
議
論

県
公
共
施
設
の
総
合
管
理
計
画

人
間
関
係
の
構
築
が
鍵

建
設
業
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
国県・茨建協ら

パトカー先導で通り初め

用
は
世
界
初
」
と
紹
介
。
さ

ら
に
、
北
ふ
頭
地
区
の
整
備

に
つ
い
て
は
「
付
近
に
あ
っ

た
山
の
土
砂
を
活
用
し
埋
め

立
て
を
行
っ
た
。
使
用
し
た

土
量
は
約
２
５
０
０
万
㎥
に

も
お
よ
ん
だ
が
、
３
年
間
と

い
う
短
い
期
間
で
整
備
を
進

め
た
」
と
話
し
た
。

　

引
き
続
き
、
埋
立
作
業
中

の
「
中
央
ふ
頭
地
区
」
と
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災

し
た
「
北
ふ
頭
外
貿
地
区
」

を
バ
ス
で
巡
回
。
整
備
状
況

を
視
察
し
た
。

　

野
口
会
長
は
「
港
湾
見
学

会
は
初
め
て
の
試
み
。
貴
重

な
機
会
を
い
た
だ
き
感
謝
し

て
い
る
。
今
回
見
聞
き
し
た

こ
と
を
私
た
ち
の
技
術
力
の

向
上
に
役
立
て
た
い
」
と
話

し
て
い
た
。

群
馬
県
技
士
会
が
港
湾
見
学
会


